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皇
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定
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サ
ロ
ン
と
若
き
文
雅
の
帝
王
達
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付
・
「
清
涼
殿
の
丑
寅
の
隅
」
の
章
段
の
解
釈
存
疑目

 
加
 
田

さ
 
 
く
 
 
を

 
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
は
、
定
子
そ
の
人
の
資
質
、
人
柄
が
稀
に
見
る
人
材
で
あ

っ
た
為
に
、
令
名
通
り
、
実
力
第
一
の
文
芸
活
動
を
し
た
サ
ロ
ン
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
支
え
る
い
く
つ
か
の
環
境
的
条
件
を
度
外
視
し
て
は
い
け
ま
い
。
今
回

は
、
そ
の
活
躍
の
「
場
」
を
整
地
し
た
、
又
、
保
護
し
た
帝
王
側
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
て
み
よ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
結
論
を
旧
き
に
い
え
ば
、
若
き
文
雅
の
人
、
円
融
帝
・
一
条
帝
父
子
の
宮
廷

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
更
に
は
円
融
の
父
村
上
帝
の
宮
廷
に
お
け
る

華
麗
な
文
芸
活
動
、
こ
と
に
、
後
宮
に
対
す
る
そ
れ
、
で
あ
る
。
更
に
は
後
宮

サ
ロ
ン
を
開
花
さ
せ
た
亭
子
院
に
迄
、
遡
る
が
、
又
、
歴
代
宮
廷
の
文
雅
の
行

事
、
又
、
花
山
院
の
よ
う
な
歌
人
帝
王
の
活
動
等
々
に
迄
、
当
然
拡
が
る
が
、

一
応
、
こ
こ
で
は
、
定
子
に
か
か
わ
る
宮
廷
に
限
っ
て
お
こ
う
。

 
日
本
紀
署
に
よ
る
と
、
（
噺
嗣
國
史
大
系
本
旨
ヨ
ル
、
以
下
同
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
円
融
）

鵬
安
和
二
年
八
月
十
三
日
戊
子
。
天
皇
譲
位
於
皇
太
子
。
無
主
於
襲
芳
舎
受

 
禅
。
旧
主
年
廿
一
。
在
位
二
年
。
新
留
年
十
一
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
花
山
）

脳
永
観
二
年
八
月
廿
七
日
甲
辰
。
天
皇
譲
位
於
皇
太
子
。

鰯
寛
和
二
年
六
月
廿
三
日
庚
申
。
今
暁
丑
刻
許
。
天
皇
密
々
出
禁
中
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
条
）

 
花
山
寺
落
飾
…
…
奉
毎
春
於
新
選
年
七

 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
条
）

 
七
月
廿
二
日
戊
子
。
天
皇
即
位
於
大
極
殿

と
い
う
か
ら
、
三
皇
の
治
世
は
左
の
よ
う
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
即
位
 
 
 
 
 
退
位
，

円
融
鞍
靹
㎜
杁
胡
日
 
 
 
詠
曜
鰻
慨
胡
日
1
1
才
薙
2
6
才
七
年
（
大
鏡
ハ
）

花
山
詠
鞭
鰹
甑
胡
日
 
 
 
蝿
鞠
鰯
猷
胡
日
1
7
才
二
年
1
9
才
」
＋
二
軍

向
東
山

41
才
×

33
才死
×

蚕
繋
駐
屯
岬
考
量
7
才
犀
罪
×
㎜
讐
撃
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
ー
オ

い
つ
れ
も
少
年
、
青
年
の
王
で
あ
っ
た
。
円
融
帝
は
1
1
才
で
即
位
し
、
2
6
才
の

若
年
で
退
位
し
た
帝
で
あ
る
が
、
在
位
中
か
ら
退
位
後
ま
で
、
文
雅
の
生
活
を

送
っ
た
。
詩
文
、
和
歌
に
殊
に
堪
能
で
あ
っ
た
父
村
上
帝
に
は
及
ば
な
い
が
、

帝
は
帝
な
り
に
文
芸
の
世
界
に
浸
る
日
常
の
よ
う
で
あ
る
。

 
在
位
中
か
ら
退
位
後
、
崩
御
迄
の
文
芸
活
動
を
紀
馨
で
み
る
と
、

円
融
胴
天
禄
二
年
正
月
廿
一
日
戊
午
内
宴
詩
題
云
 
鶯
暗
宮
柳
深
 
 
 
1
3
才

 
 
 
 
 
 
於
三
景
三
二
軍
立
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臓
 
（
三
年
正
月
三
日
甲
午
天
皇
於
紫
良
士
加
元
服
御
年
十
四
）
 
1
4
才

 
 
脳
天
延
二
年
三
月
十
八
日
丁
卯
於
清
涼
殿
花
宴
 
斎
燈
 
花
葦
登
 
1
6
才

 
 
 
 
 
 
 
文
時
朝
臣
所
管

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
兼
通

 
 
㎝
貞
元
二
年
三
月
廿
六
日
丁
亥
天
皇
幸
太
政
大
臣
閑
院
第
。
 
 
 
1
9
才

 
 
 
 
 
 
 
召
二
文
人
一
言
・
詩
。
召
二
伶
人
心
耳
レ
楽
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
融

花
山
鰯
寛
和
元
年
二
月
十
三
日
戊
子
。
朱
雀
院
太
上
天
皇
出
レ
自
二
堀
河
 
2
7
才

 
 
 
 
 
 
 
院
「
幸
二
平
錨
「
騎
二
御
嵩
一
極
二
子
日
興
一
也

 
 
 
 
 
 
 
属
従
公
卿
以
下
。
野
袴
狩
衣
各
以
任
レ
意
。
奏
二
緕
竹
「
。

 
 
 
 
 
 
 
献
和
歌
「

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
融

 
 
 
 
 
 
 
八
月
廿
九
日
三
三
後
太
上
天
皇
依
病
落
髪

一
条
螂
寛
和
二
年
十
月
十
日
貫
主
。
円
融
法
皇
遊
二
幸
大
井
河
一
、
賦
レ
 
2
8
才

 
 
 
 
 
 
 
詩
詠
レ
歌
。
題
云
。
翫
二
水
辺
紅
葉
一
。
摂
政
以
下
多

 
 
 
 
 
 
 
以
属
従
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
O

 
 
蜘
正
暦
元
年
正
月
五
日
壬
午
天
皇
元
服
年
十
一

 
 
瓢
 
 
二
年
二
月
十
二
日
発
丑
…
…
法
皇
崩
尺
地
三
。

 
こ
の
中
、
紫
野
遊
行
と
大
井
河
御
幸
は
著
名
で
あ
る
。

、
鼎
四
本
陥
中
寺
本
能
匹
旦
集
日
目
頭
に

馳
そ
れ
量
一
字
の
詠
・
…
：

 
め
す
。

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、

家
集
を
召
し
た
と
い
う
。
又
、

召
し
た
。
父
村
上
帝
に
劣
ら
ず
、
和
歌
へ
の
関
心
が
深
い
。

集
に
こ
の
事
が
記
さ
れ
る
。

円
融
院
御
集
冒
頭
に

33 32

才才

 
 
 
 
 
 
円
融
太
上
法
皇
の
在
位
の
す
ゑ
に
勅
あ
り
て
家
集
を

今
上
花
山
聖
代
ま
た
勅
あ
り
て
お
な
じ
き
集
を
め
す
…
…

 
 
 
 
円
融
帝
は
父
村
上
帝
の
所
謂
梨
壺
の
五
人
の
一
人
言
宣
に

 
 
 
 
 
 
 
 
後
撰
集
の
代
表
的
歌
人
の
一
人
中
務
に
も
集
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中
務
の
場
合
は
御

（
桂
宮
本
叢
書
ニ
ョ
ル
）

中
務
に
奇
え
り
て
ま
い
ら
す
へ
き
よ
し
仰
ら
れ
た
り
け
る
、
か
き
て
ま
い
ら

 
せ
け
る
お
く
に
書
た
・
り
け
る
．

1
い
ま
さ
ら
に
お
い
の
た
も
と
に
春
日
野
の
ひ
と
わ
ら
へ
な
る
わ
か
な
を
そ
つ

 
む

 
 
こ
れ
を
、
お
く
ま
て
も
御
覧
せ
て
を
か
せ
給
て
け
る
に
、
又
の
と
し
御
覧

 
 
し
つ
け
て
、
い
と
あ
は
れ
な
り
け
る
事
を
と
、
お
と
ろ
か
せ
給
て
、
む
ま

 
 
こ
の
み
つ
あ
き
ち
の
少
将
を
御
使
に
て
、
つ
か
は
し
け
る

2
か
す
か
の
に
お
ほ
く
の
と
し
は
つ
み
つ
れ
と
干
せ
ぬ
も
の
は
わ
か
な
、
り
け

 
り

 
 
御
返
し

3
と
し
の
つ
む
わ
か
れ
は
お
な
し
か
ほ
な
れ
と
け
ふ
に
は
に
す
や
な
ら
む
と
す

 
ら
ん

と
あ
る
よ
う
に
、
和
漢
の
才
に
秀
で
、
後
撰
集
を
撰
せ
し
め
た
父
帝
村
上
に
似

て
、
円
融
帝
も
詩
文
、
和
歌
へ
の
関
心
が
深
く
、
令
名
高
い
中
務
に
「
歌
え
り

て
ま
い
ら
す
へ
き
よ
し
」
下
命
し
た
も
の
凋
み
え
る
。
中
務
の
歌
を
一
気
に
読

了
し
な
か
っ
た
帝
は
一
（
通
な
ら
ず
と
も
中
務
集
を
一
気
に
よ
む
人
は
あ
ま

り
あ
る
ま
い
）
i
、
奥
に
書
き
つ
け
た
中
務
の
歌
に
気
付
か
ぬ
ま
ま
、
年
が

あ
け
て
か
ら
発
見
、
 
「
い
と
あ
は
れ
な
り
け
．
る
事
を
」
と
驚
い
て
、
わ
ざ
く

中
務
の
孫
光
昭
の
少
将
を
使
に
し
た
て
て
返
歌
を
贈
っ
た
と
い
う
。
円
融
帝
は

文
芸
を
愛
す
る
、
歌
、
ひ
い
て
は
歌
人
を
い
と
お
し
む
、
こ
ま
や
か
な
情
の
持

主
で
あ
る
。
そ
れ
は
御
集
の
随
所
に
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

○
円
融
院
御
集
 
 
（
書
陵
部
蔵
）
 
六
四
首
、

4
5
を
村
上
御
製
ど
す
る
後
撰
集
に
従
い
除
け
ば
六
二
首
。
 
（
欠
落
歌
三
首
？

を
補
え
ば
六
五
首
と
な
る
か
。
）
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（
後
撰
）
今
上
む
め
つ
ほ
に
お
は
し
ま
し
し
時
た
き
木
こ
ら
せ
て
た
て
ま
つ
り
給

 
 
 
ひ
け
る

（
三
八
O
）
山
人
の
こ
れ
る
た
き
ぎ
は
君
が
た
め
お
ほ
く
の
年
を
つ
ま
ん
と
 
御
集
4

 
 
 
ぞ
思
ふ

 
 
 
 
 
御
返
し

後（
三
益
）
年
の
か
ず
つ
ま
ん
と
す
な
る
お
も
に
に
は
い
と
ど
こ
づ
け
を
こ
 
御
集
5

 
 
 
り
も
そ
へ
な
ん

 
現
存
本
に
よ
っ
て
み
る
と
六
二
首
は
、

1
②
3
 
中
務
に
歌
所
望
 
 
 
○
印
御
製

 
 
 
異
筆
挿
入
歌

（
4
5
 
大
皇
宮
よ
り
東
宮
に
 
履
掃
墨
よ
り
嗣
弐
画
聖
係
）
省
く
。

⑥
7
 
 
朝
光
大
将
へ
 
贈
答
（
悟
了
の
花
）
．
，

8
⑨
1
0
⑪
実
方
と
贈
答
 
 
（
実
方
馬
命
姉
と
物
言
ふ
折
、
山
吹
の
花
を
投
げ
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
給
…
…
）

⑫
1
3

14

N
16
P7

18

R
⑳21

S
㊧
2
4

⑳
2
6

⑳⑳
2
9

30
R1

S
三
条
大
将
と
贈
答
 
 
（
あ
は
せ
た
き
物
献
上
）

な
い
し
の
か
み
と
贈
答
 
 
（
一
本
菊
献
上
）

宰
相
の
君
と
贈
答
 
 
（
菊
）

重
之
（
相
如
）
蔵
人
退
任
に
際
し
ね
ぎ
ら
い

堀
河
三
宮
へ

堀
河
申
宮
弔
問
歌
、
崩
後
三
条
后
宮
と
贈
答

三
条
宮
出
家
、
贈
答
・

皇
姉
一
品
宮
資
子
と
贈
答
月
明
き
夜

 
 
一
品
宮
へ

 
 
一
品
宮
と
贈
答
 
 
 
弓
の
け
ち
の
頃

蜜
資
、
一
品
宮
、
上
（
實
資
大
将
と
公
任
中
将
と
碁
を
う
ち
、

負
態

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
立
面
、
銀
の
籠
に
松
虫
を
入
れ
て
弘
徽
殿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
奉
る
）

 
 
 
 
 
 
 
 
新
勅
撰
“
 
円
融
院
の
御
運
、
中
将
公
任
と
碁
つ
か
ま
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
て
ま
け
わ
ぎ
に
銀
の
籠
に
虫
入
れ
て
弘
徽

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
殿
に
奉
ら
せ
侍
り
け
る
 
 
小
野
宮
右
大
臣

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
あ
り
、
御
集
に
は
一
品
宮
と
あ
る
か
ら
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
当
時
資
子
は
弘
徽
殿
に
住
ん
で
い
た
と
思
わ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
る
。

 
實
資
が
負
態
の
銀
籠
（
松
虫
を
入
れ
）
を
一
品
宮
に
奉
っ
た
事
、
そ
れ
へ
一

品
宮
の
返
歌
、
更
に
、
上
の
返
歌
と
い
う
三
首
じ
た
て
で
あ
る
事
は
、
円
融
帝

が
如
何
に
4
才
上
の
皇
姉
と
親
し
か
っ
た
か
、
を
物
語
る
。

⑳
3
4
 
 
一
品
宮
に
贈
答
 
内
裏
火
災
後
大
雪

35
S
 
 
東
三
条
右
大
臣
任
官
し
て
、
贈
答

 
 
 
 
 
 
代
作

37
R8
S
⑳
兼
家
（
元
輔
）
ゐ
の
こ
餅
献
上
、
銀
の
ゐ
の
こ
に
歌
。
贈
答

 
 
 
東
三
条
大
臣

41
K
⑱
 
兼
家
一
品
宮
に
銀
の
髭
奴
に
入
れ
て
（
若
菜
献
上
）
贈
答

 
 
 
 
帝
返
歌

又
、
帝
の
返
歌
で
あ
る
。

44
N
4
6
 
女
七
宮
、
た
か
ん
な
献
上
贈
答

 
欠
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
詮
子

⑰
4
8
 
 
后
に
な
り
を
く
れ
給
て
な
げ
く
梅
壺
女
御
に
慰
め

48
@
 
 
全
 
女
御
父
兼
家
東
三
条
大
臣
 
帝
の
愛
を
よ
ろ
こ
ぶ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
げ
い
の
命
婦
に

⑧
 
 
帝
の
返
歌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
贈
答

⑩
肛
す
け
ま
さ
の
宰
相
に
、
（
画
す
め
の
三
島
を
き
き
心
配
）
退
位
後

52
?
T
4
⑯
子
日
、
還
御
後
、
一
条
左
大
臣
贈
答

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
i
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
と
若
き
文
雅
の
帝
王
達
-
付
・
「
清
涼
殿
の
丑
寅
の
隅
」
の
章
段
の
解
釈
存
疑
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＠＠＠＠60 ＠56
    0欠59⑰

斉
院選

子
よ
り
上
皇
の
た
ち
よ
ら
ぬ
を
恨
む
、
贈
答

 
一
品
宮
に
「
こ
も
の
と
も
の
を
か
し
き
」
を
贈
る
贈
答

大
斎
院
一
子
よ
り
返
歌
欠

四
条
大
后
宮
に
臨
終
の
歌

堀
川
中
宮
の
死
を
い
た
む

宇
佐
使
へ
 
一
別
歌

賀
々
乳
母
へ
饅
別
歌

 
廷
臣
関
係
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
十
首

朝
光
二
首
實
方
四
首
三
条
大
将
二
首
重
之
（
相
如
）
二
首
 
東
三
条
右
大
臣
兼

家
十
首
-
實
資
三
首
す
け
ま
さ
二
首
一
条
左
大
臣
雅
信
四
首
宇
佐
使
一
首

 
女
房
乳
母
関
係
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
首

尚
侍
灌
子
二
首
宰
相
君
二
首
加
賀
乳
母
一
首

．
後
宮
関
係
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＋
首

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

堀
河
申
宮
四
首
（
二
首
）
三
条
宮
四
首
（
二
首
）
梅
壷
詮
子
一
首

四
条
后
一
首

 
皇
姉
妹
関
係
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
八
首

皇
姉
一
品
宮
資
子
十
五
首
 
皇
妹
女
七
宮
三
首
大
斎
院
選
子
三
首

 
女
流
歌
人
関
係
（
中
務
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
首

 
廷
臣
と
の
親
し
い
贈
答
一
梅
花
を
賞
で
、
山
吹
を
投
げ
入
れ
て
の
ひ
や
か

し
、
香
に
つ
け
、
．
菊
に
つ
け
、
1
は
文
雅
の
君
ち
し
い
。
後
宮
の
父
親
心
を

付
度
す
る
、
或
は
后
に
な
り
お
く
れ
た
後
宮
を
慰
め
る
、
或
は
退
官
の
廷
臣
の

気
持
を
う
か
が
お
う
と
す
る
、
遠
地
へ
向
う
乳
母
に
は
な
む
け
等
々
、
こ
ま
や

か
な
心
情
表
現
と
共
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
帝
の
家
集
申
に
、
廷
臣
関
係
の

歌
を
三
十
首
と
最
多
数
も
つ
事
、
で
あ
る
。
、

 
次
に
皇
姉
一
品
宮
資
子
関
係
歌
が
十
五
首
を
占
め
る
こ
と
も
ユ
ニ
ー
ク
で
あ

る
。
多
く
の
帝
に
最
も
多
く
み
ら
れ
る
後
宮
と
の
恋
の
贈
答
1
（
そ
れ
は
多

く
の
歌
人
に
共
通
の
、
い
わ
ば
あ
り
ふ
れ
た
生
で
あ
ろ
う
が
）
1
よ
り
も
、

姉
資
子
と
の
風
雅
な
贈
答
の
生
活
を
表
白
す
る
歌
が
多
い
こ
と
に
も
注
目
し
よ

う
と
思
う
。
父
村
上
帝
の
よ
う
な
派
手
な
好
色
癖
、
華
や
か
な
和
漢
の
才
、
活

動
は
な
か
っ
た
が
、
円
融
帝
は
、
し
め
や
か
に
、
ひ
っ
そ
り
と
、
し
う
か
り
文

雅
の
生
を
生
き
た
よ
う
で
あ
る
。
勅
撰
集
入
集
歌
も
廿
四
首
を
数
え
る
。
 
（
詩

文
は
残
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
文
粋
以
下
諸
集
の
詩
文
中
に
そ
の
名
は
出
る

が
、
作
者
で
は
な
い
）

 
さ
て
、
紀
暑
で
一
条
帝
即
位
後
、
円
融
上
皇
崩
ま
で
を
み
て
み
よ
ヶ
。

㎜
○
正
暦
元
年
正
月
五
日
壬
午
。
天
皇
元
服
…
…
廿
五
日
壬
寅
内
大
臣
藤
原

 
 
道
隆

 
 
朝
臣
女
定
子
入
液
庭
為
女
御

 
 
二
月
十
一
日
以
藤
原
定
子
為
女
御

 
 
七
月
二
日
…
…
入
道
太
政
大
臣
藤
原
朝
臣
兼
望
診
年
六
十
二

 
 
十
月
五
日
…
…
女
御
従
四
位
下
定
子
冊
為
中
宮

蹴
○
正
暦
二
年
二
月
十
二
日
…
…
法
皇
崩
年
岩
三
 
逃
位
後
八
年
。

 
因
み
に
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
の
終
り
は

長
保
二
年
十
二
月
十
五
日
…
今
日
皇
后
定
子
於
二
前
但
馬
守
平
生
子
朝
臣
宅
一
。

有
二
御
産
事
一
。
皇
女
嫉
子
。

十
六
日
黒
髭
。
皇
后
崩
給
傷
人
佃
一
年

 
七
才
で
即
位
し
た
一
条
帝
は
正
暦
元
年
正
月
五
日
、
漸
ぐ
十
一
才
で
元
服
。

同
月
廿
五
日
に
内
大
臣
藤
原
道
隆
女
定
子
十
五
才
が
入
内
す
る
。
時
に
父
の
円

融
上
皇
三
十
二
才
。
定
子
の
父
道
隆
三
十
八
才
で
あ
る
。
定
子
入
内
に
際
し

て
、
円
融
上
皇
は
一
条
帝
に
、
定
子
に
か
か
わ
る
情
報
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の

（26）



父
道
隆
に
つ
い
て
色
々
と
語
り
聞
か
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
ユ
ニ
ー
ク

な
話
が
、
三
位
中
将
時
代
の
逸
話
「
た
の
む
は
や
わ
が
」
の
一
件
で
あ
ろ
う
。

 
円
融
在
位
中
は
、
實
頼
、
伊
弄
、
源
兼
明
、
兼
通
、
頼
忠
の
時
代
で
、
永
観

二
年
に
は
関
白
太
政
大
臣
頼
忠
の
下
に
兼
家
は
右
大
臣
で
あ
っ
た
。
道
隆
は
非

参
議
従
三
位
で
あ
る
。
寛
和
二
年
六
月
二
二
日
花
山
帝
が
逃
位
、
兼
家
は
外
孫

一
条
帝
即
位
に
よ
り
摂
政
と
な
り
、
'
道
隆
も
七
月
五
日
権
申
納
言
、
つ
い
で
七

，
月
廿
日
権
大
納
言
と
な
る
。

 
永
観
二
年
の
公
卿
補
任
の
註
記
を
み
る
と
、
道
隆
が
右
中
将
に
任
ぜ
ら
れ
た

の
は
貞
元
三
年
十
月
十
七
日
で
い
ま
だ
従
四
位
下
。
従
三
位
と
な
っ
た
の
は
永

観
二
年
正
月
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
三
位
准
将
」
と
な
っ
た
の
は
永
観
二
年

正
月
七
日
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「

 
公
卿
補
任
 
永
観
二
年

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
天
暦
七
年
癸
芽
生
 
正
月
七
叙
右

 
 
非
参
議
三
三
位
藤
道
隆
三
＋
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中
将
如
元
八
月
廿
七
日
春
宮
権
大
夫

右
大
臣
（
兼
家
公
）
一
男
。
母
従
四
位
上
摂
津
守
藤
中
正
儀
（
贈
正
一
位
時
姫
）

康
保
四
十
十
一
従
三
下
（
中
宮
御
給
。
御
即
位
。
十
五
）
十
一
月
昇
殿
。
同
五
二

十
三
侍
従
。
十
二
月
十
八
左
兵
衛
佐
。
天
禄
二
十
二
十
五
右
衛
門
佐
。
同
四
正

七
従
五
二
（
廿
一
）
天
延
二
正
八
蔵
人
。
二
月
七
日
兼
々
與
権
現
。
十
月
十
一

左
少
将
。
五
三
正
七
正
五
下
（
一
品
内
親
王
給
尊
志
）
同
四
正
廿
八
備
後
権
介
。

貞
元
二
正
七
従
四
下
少
将
。
卒
直
。
同
月
備
中
権
守
（
止
少
将
昇
殿
）
伺
三

十
十
七
右
申
将
。
天
元
適
正
廿
九
兼
備
中
権
守
。
同
四
正
七
従
四
馬
（
廿
九
）

同
五
、
正
七
、
正
四
下
（
冷
泉
院
御
給
）

 
永
観
三
年
 
非
参
議
従
三
位
道
隆
右
中
将
春
宮
権
大
夫

 
寛
和
二
年
 
権
大
納
言
正
三
位
道
隆
一
眠
話
田
砺
語
融
轡
爾
郎
酷
沖
鵬
如
元

枕
草
子
「
清
涼
殿
の
丑
寅
の
隅
」
の
章
段
の
構
成

序

 
 
 
 
う
し
と
ら
 
す
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
き
う
じ
 
 
あ
ら
ち
み

聖
精
涼
殿
の
丑
寅
の
隅
の
、
北
の
隔
て
な
る
御
覧
野
鼠
鵬
萌
し
車
体
の

絵
、
生
き
た
る
も
の
ど
も
の
、
お
そ
ろ
し
げ
な
る
、
手
長
足
長
な
ど

 
 
 
 
 
 
 
う
へ
 
 
つ
ぼ
ね

を
ぞ
か
き
た
る
。
上
の
御
局
の
戸
を
お
し
あ
げ
た
れ
ば
、
つ
ね
に
目

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
う
ら
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
め

に
見
ゆ
る
を
、
に
く
み
な
ど
し
て
笑
ふ
。
勾
欄
の
も
と
に
青
き
瓶

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
く

の
、
大
き
な
る
を
す
ゑ
て
、
桜
の
い
み
じ
う
お
も
し
ろ
き
枝
の
五
尺

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
う
ら
ん
 
と

ば
か
り
な
る
を
、
い
と
多
く
さ
し
た
れ
ば
、
勾
欄
の
外
ま
で
咲
き
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ほ
し

ぼ
れ
た
る
、
昼
つ
か
た
大
納
言
殿
、
桜
の
直
衣
の
少
し
な
よ
ら
か
な

 
 
 
 
 
 
か
た
も
ん
さ
し
ぬ
き
ぞ
う
へ
あ
や

る
に
、
こ
き
紫
の
固
紋
の
指
貫
、
白
き
御
衣
ど
も
、
上
に
は
こ
き
綾

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
へ

の
い
と
あ
ざ
や
か
な
る
を
出
だ
し
て
ま
み
り
た
ま
へ
る
に
、
上
の
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

な
た
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
戸
口
の
前
な
る
細
き
板
敷
に
み
た
ま
ひ

て
、
も
の
な
ど
申
し
た
ま
ふ
。

 
み
す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ら
ぎ
ぬ

 
御
簾
の
内
に
、
女
房
、
桜
の
唐
衣
ど
も
く
つ
ろ
か
に
ぬ
ぎ
た
れ

 
 
 
や
ま
ぶ
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
は
じ
と
み
み
す

て
、
藤
、
山
吹
な
ど
色
々
こ
の
ま
し
う
て
、
あ
ま
た
小
半
蔀
の
御
簾

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
 
 
お
ま
し

よ
り
も
お
し
出
で
た
る
ほ
ど
、
昼
の
御
座
の
か
た
に
は
、
お
も
の
ま

 
 
 
 
 
 
け
い
ひ
ち

み
る
足
音
高
し
。
警
鐸
な
ど
「
お
し
」
と
い
ふ
声
聞
ゆ
る
も
、
う
ら

う
ら
と
の
ど
か
な
る
日
の
け
し
き
な
ど
、
い
み
じ
う
を
か
し
き
に
、

 
 
 
 
ば
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
う
 
 
 
 
 
な
か

は
て
の
御
盤
取
り
た
る
蔵
人
ま
み
り
て
、
お
も
の
奏
す
れ
ば
、
申
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
も
ひ
さ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
く

戸
よ
り
わ
た
ら
せ
た
ま
ふ
。
御
供
に
廟
よ
り
大
納
言
殿
、
御
送
り
に

ま
み
り
た
ま
ひ
て
、
あ
り
つ
る
花
の
も
と
に
帰
り
み
た
ま
へ
り
。

 
 
 
お
ま
へ
 
 
 
み
き
ち
や
う
 
 
 
 
 
 
 
 
な
げ
し

 
宮
の
御
前
の
、
御
几
帳
お
し
や
り
て
、
長
押
の
も
と
に
出
で
さ
せ

た
ま
へ
る
な
ど
、
な
に
と
な
く
た
だ
め
で
た
き
を
、
さ
ぶ
ら
ふ
人

 
 
 
 
 
 
 
 
こ
こ
ち

も
、
思
ふ
こ
と
な
き
心
地
す
る
に
、
 
「
月
も
日
も
か
は
り
ゆ
け
ど
も

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
 
一
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
と
若
き
文
雅
の
帝
王
達
一
付
・
「
清
涼
殿
の
丑
寅
の
隅
」
の
章
段
の
解
釈
存
疑

（27）
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／



序
e
本
題

AB
 
ひ
さ
 
 
 
 
み
む
ろ

久
に
ふ
る
三
室
の
山
の
」
と
い
ふ
こ
と
を
、
い
と
ゆ
る
る
か
に
、
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
と
せ

ち
出
だ
し
た
ま
へ
る
、
い
と
を
か
し
う
覚
ゆ
る
に
ぞ
、
げ
に
ぞ
・
千
歳

一
も
あ
ら
ま
ほ
し
き
、
御
あ
り
さ
ま
な
る
や
。

 
は
い
ぜ
ん
⑱
一
 
 
 
1
 
 
 
 

…
1

一
陪
膳
つ
か
う
ま
つ
る
人
の
、
を
の
こ
ど
も
な
ど
召
す
ほ
ど
も
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③

く
、
わ
た
ら
せ
た
ま
ひ
ぬ
。
「
御
硯
の
回
す
れ
」
と
仰
せ
ら
る
る
に
、

目
は
そ
ら
に
て
、
た
だ
お
は
し
ま
す
を
の
み
見
た
て
ま
つ
れ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
き
し

 
ほ
と
ど
つ
ぎ
め
も
は
な
ち
つ
べ
し
。
白
き
色
紙
お
し
た
た
み
て
、

 
 
⑮

 
「
こ
れ
に
た
だ
い
ま
お
ぼ
え
む
ふ
る
き
こ
と
一
つ
づ
つ
書
け
」
と
仰

 
 
 
 
 
と
 
 
 
 
 
 
 
 
◎

 
せ
ら
る
る
。
外
に
み
た
ま
へ
る
に
、
「
て
れ
は
い
か
が
」
と
申
せ
ば
、

 
 
⑥
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
の
こ
こ
と

 
「
と
う
書
き
て
ま
み
ら
せ
た
ま
へ
。
男
は
言
動
へ
さ
ぶ
ら
ふ
べ
き
に

も
あ
ら
ず
」
と
て
、
さ
し
入
れ
た
ま
へ
り
。
御
硯
取
り
お
ろ
し
て
、
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
に
は
つ

 
「
と
く
と
く
。
た
だ
思
ひ
ま
は
さ
で
、
難
波
津
も
、
な
に
も
、
ふ
と

 
 
 
 
 
 
 
 
せ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
く

覚
え
ん
こ
と
を
」
と
責
め
さ
せ
た
ま
ふ
に
、
な
ど
さ
は
臆
せ
し
に

 
 
 
 
 
お
も
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
だ

 
か
、
す
べ
て
面
さ
へ
赤
み
て
ぞ
思
ひ
乱
る
る
や
。
春
の
歌
、
花
の
心

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら
ふ
 
 
 
み

な
ど
、
さ
い
ふ
い
ふ
も
、
振
幅
二
つ
，
三
つ
ば
か
り
書
き
て
、
 
「
こ
れ

 
に
」
と
あ
る
に
、

 
 
 
⑥
 
 
よ
は
ひ

 
 
 
年
ふ
れ
ば
齢
は
老
い
ぬ
し
か
は
あ
れ
ど
花
を
し
見
れ
ば
も
の
思

 
 
 
ひ
も
な
し

 
と
い
ふ
こ
と
を
、
 
「
君
を
し
見
れ
ば
」
と
書
き
な
し
た
る
、
御
覧
じ

i
 
 
、
 
 
㊥

く
ら
べ
て
「
た
だ
こ
の
心
ど
も
の
ゆ
か
し
か
り
つ
る
ぞ
」
と
仰
せ
ら

 
 
 
 
 
 
 
 
②
 
 
 
 
 
 
 
⑮

 
 
 
 
 
 
 
 
ゑ
ん
ゆ
う
 

お
は
ん
と
き
 
 
 
さ
う
し

る
る
つ
い
で
に
、
 
「
円
融
院
の
幾
時
に
、
 
「
草
子
に
歌
一
つ
書
け
」

B

 
と
殿
上
人
に
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
い
み
じ
う
書
き
に
く
う
、
す
ま
ひ

 
 
e

申
す
人
々
あ
り
け
る
に
、
 
『
さ
ら
に
、
た
だ
、
手
の
あ
し
さ
よ
さ
、

歌
の
を
り
に
あ
は
ざ
ら
ん
も
知
ら
じ
』
と
仰
せ
ら
る
れ
ば
、
わ
び
て

 
み
な
書
き
け
る
中
に
、
た
だ
い
ま
の
関
白
殿
、
，
三
位
の
中
将
と
き
こ

．
え
け
る
時
、

 
①
O
し
ほ
み

 
 
 
潮
の
満
つ
い
つ
も
の
浦
の
い
つ
も
い
つ
も
君
を
ぱ
深
く
思
ふ
は

 
 
 
や
わ
が

 
 
 
 
 
す
ゑ
 
 
 
た
の

と
い
ふ
歌
の
末
を
『
頼
む
は
や
わ
が
』
と
書
き
た
ま
へ
り
け
る
を
な

 
 
 
①
㊤
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-
…
…
 
 
 
 
．
1
ー
ー
ー
1

ん
、
い
み
じ
う
め
で
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
」
な
ど
仰
せ
ら
る
る
に
も
、

 
⑭
 
 
 
あ
せ

す
ず
う
に
汗
あ
ゆ
る
心
地
ぞ
す
る
。
年
若
か
ら
ん
人
、
は
た
、
さ
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
い

 
え
書
く
ま
じ
き
事
の
さ
ま
に
や
な
ど
ぞ
覚
ゆ
る
。
順
い
と
よ
く
書
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
が

人
も
、
あ
ぢ
き
な
う
み
な
つ
つ
ま
れ
て
、
書
き
汚
し
な
ど
し
た
る
あ

一
'
り
。

 
⑦
 
 
 
 
さ
う
し
 
 
お
ま
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
と

1
 
古
今
の
草
子
を
御
前
へ
置
か
せ
た
ま
ひ
て
、
歌
ど
も
の
本
を
仰
せ

 
 
 
 
 
 
 
 
す
ゑ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④
I
L
陰

ら
れ
て
、
 
「
こ
れ
が
末
い
か
に
」
と
問
は
せ
た
ま
ふ
に
、
す
べ
て
夜

 
ひ
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
よ

回
心
に
か
か
り
て
覚
ゆ
る
も
あ
る
が
、
け
清
う
申
し
出
で
ら
れ
ぬ
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
を

 
い
か
な
る
ぞ
。
宰
相
の
君
ぞ
十
ば
か
り
、
そ
れ
も
覚
ゆ
る
か
は
。
ま

 
 
 
 
い
つ
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
い

い
て
、
五
つ
六
つ
な
ど
は
た
だ
覚
え
ぬ
よ
し
を
ぞ
啓
す
ぺ
け
れ
ど
、

「
さ
や
は
け
に
く
く
、
仰
せ
ご
と
を
、
は
え
な
う
も
て
な
す
べ
き
」

と
わ
び
、
く
ち
を
し
が
る
も
を
か
し
。
・
知
る
と
申
す
人
な
き
を
ば
、

㊥
 
 
 
 
よ
 
．
 
 
 
け
ふ
さ
ん

や
が
て
み
な
読
み
つ
づ
け
て
、
三
三
せ
さ
せ
た
ま
ふ
を
、
 
「
こ
れ
は
、

知
り
た
る
こ
と
そ
か
し
。
な
ど
か
う
っ
た
な
う
は
あ
る
ぞ
」
と
言
ひ

（28）
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CD
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
つ

 
歎
く
。
中
に
も
、
古
今
あ
ま
た
書
き
写
し
な
ど
す
る
人
は
、

1
覚
え
ぬ
べ
き
こ
と
そ
か
し
。

 
（
）
喧
勤
み
お
ほ
ん
と
き
 
 
せ
ん
え
う
で
ん
に
ょ
う
ご

み
な
も

 
「
村
上
の
御
古
に
、
三
一
殿
の
女
御
と
き
こ
え
け
る
は
、
小
一

1
…
ト
ト
些
…
-
幽
お
ほ
い
ど
の
 
 
む
す
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
れ

条
の
左
の
大
臣
殿
の
御
女
に
お
は
し
け
る
と
、
誰
か
は
知
り
奉
ら
ざ
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
ぢ
お
と
ど

ら
ん
、
ま
だ
姫
君
と
き
こ
え
け
る
時
、
父
大
臣
の
教
へ
き
こ
え
た
ま

 
 
 
 
 
 
 
＊
い
ち
 
 
 
 
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
ん

ひ
け
る
こ
と
は
、
 
「
一
に
は
御
手
を
習
ひ
た
ま
へ
。
つ
ぎ
に
は
琴
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ

御
こ
と
を
、
人
よ
り
こ
と
に
弾
き
ま
さ
ら
ん
と
お
ぼ
せ
。
さ
て
は
、

 
 
 
う
た
は
た
ま
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
が
く
も
ん

古
今
の
歌
二
十
巻
を
、
み
な
う
か
べ
さ
せ
た
ま
ふ
を
、
御
学
問
に
は

せ
さ
せ
た
ま
へ
」
と
な
ん
き
こ
え
た
ま
ひ
け
る
と
き
こ
し
め
し
お
き

て
、
御
物
忌
な
り
け
る
日
、
古
今
を
も
て
わ
た
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
御

 
 
 
 
 
へ
だ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れ
い

几
帳
を
引
き
隔
て
さ
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
女
御
、
例
な
ら
ず
あ
や
し

 
 
 
 
 
 
 
 
さ
う
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪

と
お
ぼ
し
け
る
に
、
草
子
を
ひ
ろ
げ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
 
『
そ
の
月
、

な
に
の
を
り
、
そ
の
人
の
よ
み
た
る
歌
は
い
か
に
』
と
問
ひ
き
こ
え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え

さ
せ
た
ま
ふ
を
、
か
う
な
り
け
り
と
心
得
た
ま
ふ
も
を
を
か
し
き
も

の
の
、
ひ
が
お
ぼ
え
を
も
し
、
忘
れ
た
る
所
も
あ
ら
ば
、
い
み
じ
か

る
べ
き
こ
と
と
、
わ
り
な
う
お
ぼ
し
み
だ
れ
ぬ
べ
し
。
そ
の
か
た
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ
た
り
み
た
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
い
し

お
ぼ
め
か
し
か
ら
ぬ
人
、
二
三
人
ば
か
り
召
し
出
で
て
、
棊
石
し
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧
一

か
ず
 
 
 
 
馳
 
 
 
 
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-
1

数
お
か
せ
給
ふ
と
て
、
強
ひ
港
こ
え
さ
せ
た
ま
ひ
け
ん
ほ
ど
な
ど
、

い
か
に
め
で
た
う
を
か
し
か
り
け
ん
、
御
前
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
ん
人
さ

へ
こ
そ
う
ら
や
ま
し
け
れ
。
せ
め
て
申
さ
せ
た
ま
へ
ば
、
さ
か
し

 
 
㊥
①
 
す
ゑ

う
、
や
が
て
末
ま
で
は
あ
ら
ね
ど
も
、
す
べ
て
つ
ゆ
た
が
ふ
こ
と
な

 
 
 
 
 
①

か
り
け
り
。
い
か
で
な
ほ
、
，
す
こ
し
ひ
が
ご
と
見
つ
け
て
を
や
ま
ん

D
○
序

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
ま
き

と
、
ね
た
き
ま
で
に
お
ぼ
し
め
し
け
る
に
、
十
巻
に
も
な
り
ぬ
。

 
 
 
 
ふ
よ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
う
し
 
け
ふ
さ
ん
 
 
 
 
お
ほ
と
の

『
さ
ら
に
不
用
な
り
け
り
』
と
て
、
御
草
子
に
公
算
さ
し
て
、
大
殿

ご
も
り
ぬ
る
も
、
ま
た
め
で
た
し
か
し
。
い
と
久
し
う
あ
り
て
、
起

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
 
 
ま

き
さ
せ
た
ま
へ
る
に
、
 
『
な
ほ
こ
の
こ
と
、
勝
ち
負
け
な
く
て
や
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
し
も
と
ま
き
 
 
あ
す

せ
た
ま
は
ん
、
い
と
わ
う
し
』
と
て
、
下
の
十
巻
を
『
明
日
に
な
ら

 
 
こ
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
け
ふ

ば
、
異
を
ぞ
見
た
ま
ひ
あ
は
す
る
』
と
て
、
『
今
日
定
め
て
ん
」
と
、

お
ほ
と
な
ぶ
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①

大
殿
油
ま
み
り
て
、
夜
更
く
る
ま
で
読
ま
せ
た
ま
ひ
け
る
。
さ
れ

 
 
 
 
 
ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊
う
へ

ど
、
つ
ひ
に
負
け
き
こ
え
さ
せ
た
ま
は
ず
な
り
に
け
り
。
上
わ
た
ら

せ
た
ま
ひ
て
、
 
『
か
か
る
こ
と
」
な
ど
、
・
殿
に
申
し
に
奉
ら
れ
た
り
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ず

け
れ
ば
、
い
み
じ
う
お
ぼ
し
さ
わ
ぎ
て
、
御
論
経
な
ど
あ
ま
た
せ
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ね
ん
 
く
ら

せ
た
ま
ひ
て
、
そ
な
た
に
む
き
て
な
ん
念
じ
暮
し
た
衷
ひ
け
る
、
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
た

き
ず
き
し
う
あ
は
れ
な
る
こ
と
な
り
」
な
ど
語
り
出
で
き
せ
た
ま
ふ

 
 
⑳
-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ま
き

を
、
上
も
き
こ
し
め
し
、
め
で
さ
せ
た
ま
ふ
。
 
「
わ
れ
は
、
三
巻
、

丸
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧
二

四
巻
を
だ
に
え
見
は
て
じ
」
と
仰
せ
ら
る
。
 
「
昔
は
、
え
せ
者
な
ど

も
み
な
を
か
し
う
こ
そ
あ
り
け
れ
。
こ
の
頃
は
か
や
う
な
る
こ
と
は

 
 
 
 
 
 
 
お
ま
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
へ

聞
ゆ
る
」
な
ど
、
御
前
に
さ
ぶ
ら
ふ
人
々
、
上
の
女
房
、
こ
な
た
ゆ

る
さ
れ
た
る
な
ど
ま
み
り
て
、
口
々
い
ひ
出
で
な
ど
し
た
る
ほ
ど

一
は
、
ま
こ
と
に
つ
ゆ
思
ふ
こ
と
な
く
め
で
た
く
そ
覚
ゆ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
岸
上
氏
 
増
訂
三
巻
本
枕
草
子
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ω
場
所
・
時
・
登
場
人
物
の
設
定

 
a
清
涼
殿
の
弘
只
言
の
上
の
御
局

サ
p
ン
の
文
芸
活
動
 
一
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
と
若
き
文
雅
の
帝
王
達
L
付
・
「
清
涼
殿
の
丑
寅
の
隅
」
の
章
段
の
解
釈
存
疑

（29）



 
 
b
春
日
う
ら
ら
か
な
日
・
桜
満
開

 
 
c
上
・
中
宮
・
伊
周
大
納
言
・
女
房
達

ω
予
備
行
動

 
○
上
を
中
心
に
雑
談

 
○
上
・
昼
の
御
座
の
方
へ
食
事
に
出
か
け
る

 
 
大
納
言
が
お
送
り
し
て
帰
り
、
も
と
の
桜
花
を
活
け
た
青
磁
の
花
瓶
の
下

 
 
に
坐
る

 
○
中
宮
が
長
押
の
も
と
ま
で
に
じ
り
出
て
兄
大
納
言
と
対
話

 
○
大
納
言
、
万
葉
の
古
歌
 
調
詠

○
本
題
e

 
A
部

 
○
帝
 
食
事
を
了
え
て
上
局
に
戻
る

 
②
帝
、
 
「
御
三
の
回
す
れ
」
と
下
命
（
こ
こ
以
ド
の
主
格
に
つ
い
て
は
後
述
）

 
⑤
帝
、
 
「
こ
れ
に
た
ゴ
い
ま
お
ぼ
え
む
ふ
る
き
こ
と
一
つ
づ
つ
か
け
」
と
下

 
 
 
 
命

 
◎
清
少
納
言
、
大
納
言
に
「
こ
れ
は
い
か
が
」
と
申
せ
ば

 
⑥
大
納
言
、
 
「
と
う
か
き
て
ま
み
ら
せ
給
へ
男
は
…
」

 
⑥
⑤
清
少
納
言
、
 
「
年
ふ
れ
ば
…
…
」
の
歌
の
「
花
を
し
み
れ
ば
」
を
「
君

 
 
 
を
し
み
れ
ば
」
と
か
き
改
め
て
進
上
す
る
。

 
㊥
⑥
一
條
帯
、
 
「
た
だ
こ
の
心
ど
も
の
ゆ
か
し
か
り
つ
る
ぞ
」
と
仰
せ
ら
る

 
 
 
る

B
部

②
 
つ
い
で
に
一
条
帝
が
披
露
す
る
父
帝
円
融
帝
と
中
宮
の
父
三
位
中
将
道

 
 
隆
の
故
事

 
⑮
 
円
融
帝
が
廷
臣
に
「
草
子
に
歌
一
つ
書
け
」
と
下
命

 
①
 
三
位
申
将
道
隆
「
た
の
む
は
や
わ
が
」
と
か
き
改
め
て
進
上
。

 
①
円
融
帝
「
い
み
じ
う
め
で
さ
せ
給
ひ
け
る
」

 
⑭
 
清
少
納
言
の
感
想
（
自
慢
）
i
A
B
全
体
の
結
び

 
 
こ
れ
は
、
実
は
次
の
図
式
を
構
成
す
る
。

A
子
選
歌
下
命
諭
鶴
清
少
納
言
答
・
帝
嘉
賞

 
 
父
 
 
 
 
歌
 
 
 
 
 
 
 
蜀
＞

 
B
 
円
融
帝
 
 
下
命
 
 
廷
臣
 
 
道
隆
 
 
答
○
 
帝
嘉
賞

実
は
、
帝
は
桜
花
燗
漫
の
春
日
、
食
事
中
に
、
ふ
と
父
帝
か
ら
聞
い
た
道
隆
の

機
智
を
思
い
出
し
、
早
速
、
申
宮
付
の
女
房
達
を
一
つ
試
め
し
て
み
よ
う
、
と

思
い
た
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
食
後
、
⑳
い
そ
い
で
上
御
局
に
も
ど
り
、

「
墨
を
す
れ
」
と
命
じ
た
の
は
。

 
付
解
釈
存
疑
本
段
の
解
釈
で
㈱
の
條
を
「
中
宮
」
を
主
格
と
す
る
解
釈

 
 
 
 
 
 
 
 
が
あ
る
の
で
、
そ
の
不
当
な
こ
と
を
の
べ
る
。

 
㈲
㈲
㈹
⑧
の
主
格
は
一
条
帝
で
あ
る
。
中
宮
と
と
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
理
由
を
述
べ
る
。

 
㈲
は
、
一
条
帝
が
主
格
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

1
そ
の
直
前
、
「
わ
た
ら
せ
給
ひ
ぬ
」
の
主
格
は
一
条
帝
で
あ
る
。
つ
づ
い
て
、

 
㈲
「
『
御
情
の
墨
す
れ
』
と
仰
せ
ら
る
～
に
…
」
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
主

 
格
は
一
条
帝
。
も
し
、
中
宮
が
「
御
硯
の
墨
す
れ
」
と
言
う
の
で
あ
れ
ば

 
「
宮
の
御
前
の
」
と
入
る
べ
き
で
あ
る
。
枕
草
子
は
、
極
め
て
簡
潔
な
名
文

 
で
あ
る
が
、
主
格
の
と
り
ち
が
え
を
き
た
す
よ
う
な
競
艇
は
し
な
い
の
で
あ

 
る
。
後
方
の
、
C
部
に
、
 
「
古
今
の
草
子
を
御
前
に
…
…
」
と
主
格
を
明
示

（30）



＼

 
し
な
い
で
語
り
出
す
が
、
こ
の
場
合
は
、
「
…
…
啓
す
ぺ
け
れ
ど
」
が
下
に

 
来
る
の
で
、
下
命
者
が
中
宮
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
わ
け
で
、
 
「
宮
の
御

 
前
の
」
が
不
必
要
な
わ
け
で
あ
る
。

2
◎
◎
の
問
答
は
、
天
皇
の
下
命
で
あ
る
か
ら
、
清
少
納
言
が
遠
慮
し
て
、
廷

 
臣
の
大
納
言
に
、
一
応
お
う
か
が
い
を
た
て
た
迄
。
も
し
、
中
宮
の
下
命
で

 
あ
っ
た
ち
、
女
房
達
は
直
ち
に
答
を
す
る
迄
で
、
大
納
言
に
相
談
な
ぞ
す
る

 
筋
合
で
は
な
い
。

3
㊦
「
た
だ
こ
の
心
ど
も
の
ゆ
か
し
か
り
つ
る
ぞ
」
と
い
う
一
条
帝
の
気
持

 
は
、
次
に
彼
が
語
り
出
す
父
円
融
帝
の
御
代
に
、
道
隆
が
鮮
や
か
に
答
え

 
た
、
 
「
た
の
む
は
や
わ
が
」
を
思
い
浮
べ
て
い
た
か
ら
で
、
父
帝
の
御
代
に

 
あ
っ
た
「
文
芸
的
に
す
ぐ
れ
た
行
動
」
が
、
全
く
同
じ
ス
タ
イ
ル
で
、
自
分

 
の
治
政
下
に
も
行
わ
れ
る
か
し
ら
、
行
わ
れ
る
事
へ
の
期
待
が
あ
っ
て
、
そ

 
れ
が
見
事
に
叶
え
ら
れ
た
こ
と
へ
の
感
激
、
よ
ろ
こ
び
に
外
な
ら
な
い
。
し

 
か
も
、
そ
の
、
．
起
票
の
廷
臣
道
隆
の
愛
娘
で
あ
る
中
宮
定
子
お
気
に
入
り
の

 
清
少
納
言
が
、
自
分
の
テ
ス
ト
に
見
事
に
合
格
し
た
、
・
と
い
う
二
重
の
嬉
し

 
さ
で
あ
る
。

4
前
掲
の
よ
う
に
、
七
才
で
即
位
し
た
一
条
帝
は
十
一
才
で
正
暦
元
年
蜘
正
月

 
五
日
元
服
、
同
心
五
日
内
大
臣
藤
道
隆
女
定
子
（
十
五
才
）
が
液
庭
に
入

り
、
二
月
女
御
と
な
り
、
十
月
中
宮
と
な
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
「
た
だ
今
の
関
白
殿
三
位
の
中
将
と
き
こ
え
け
る
時
」
と
い
う
こ
の
文
芸
的

 
行
動
が
あ
っ
た
の
は
、
彼
が
従
三
位
と
な
っ
た
永
観
二
年
眼
正
月
七
日
以
降

 
で
、
円
融
院
退
位
の
前
日
、
全
年
八
玉
葛
六
日
迄
の
間
で
あ
ろ
う
。

 
つ
ま
り
、
円
融
帝
は
退
任
の
年
の
事
で
、
一
層
印
象
に
深
く
の
こ
っ
て
お

り
、
そ
れ
か
ら
六
年
後
、
非
参
議
三
位
中
将
だ
っ
た
道
隆
は
正
二
位
内
大
臣

 
と
な
っ
て
い
る
。
何
れ
関
白
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
取
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
条
）

 
（
事
実
五
月
に
関
白
と
な
る
。
）
そ
の
女
定
子
が
、
我
が
子
新
帝
に
入
内
と

決
定
す
る
頃
、
婿
と
な
る
新
帝
に
、
 
「
た
の
む
は
や
わ
が
」
の
一
件
を
語
っ

 
て
き
か
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
「
内
大
臣
は
か
く
く
の
人
物
、
そ
の
女

も
恐
ら
く
父
母
に
似
て
才
色
兼
備
の
姫
で
あ
ろ
う
云
々
」
と
。
 
「
清
涼
殿
丑

寅
の
隅
の
…
」
の
章
段
は
岸
上
説
に
従
い
正
暦
五
年
脳
と
す
れ
ば
、
そ
れ
か

ら
又
四
年
後
で
あ
る
。
十
五
才
の
帝
が
十
九
才
の
申
宮
と
、
睦
じ
く
語
ろ
う

弘
徽
殿
の
上
御
局
に
は
、
才
媛
の
女
房
清
少
納
言
ら
が
目
を
輝
や
か
し
て
控

 
え
、
中
宮
の
兄
伊
周
大
納
言
も
、
お
っ
と
り
と
簾
の
外
に
侍
し
て
い
る
。
帝

 
が
思
い
出
す
筈
で
あ
る
。

5
年
少
の
帝
が
、
関
白
に
、
 
「
た
だ
い
ま
の
関
臼
殿
三
位
中
将
と
き
こ
え
け
る

時
」
と
敬
語
を
用
い
る
の
は
自
然
で
あ
る
が
、
申
宮
が
、
帝
の
御
前
で
、
自

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
分
の
父
を
、
 
「
た
だ
い
ま
の
関
白
殿
三
位
中
将
と
き
こ
え
け
る
時
」
は
不
敬

 
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
中
宮
の
言
で
あ
れ
ば
、
 
「
た
だ
い
ま
の
関
白
、
三
位
中

将
と
申
し
侍
り
し
時
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

6
…
…
仰
せ
ら
る
る
つ
い
で
に
」
で
あ
る
か
ら
、
q
D
と
⑧
は
同
一
主
語
、
一
条

帝
で
あ
る
。

7
定
子
も
道
隆
か
ら
、
入
内
前
に
、
こ
の
話
、
定
子
が
入
内
す
る
一
条
帝
の
父

 
帝
円
融
帝
の
御
前
で
、
 
「
た
の
む
は
や
わ
が
」
と
か
き
か
え
て
名
誉
を
え
た

 
一
件
は
、
当
然
さ
い
て
い
だ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
円
融
帝
の
子
で
あ
る
今

 
上
の
御
前
で
、
 
「
円
融
院
の
御
花
に
草
子
に
歌
一
つ
か
け
と
殿
上
人
に
仰
せ

 
ら
れ
け
れ
ば
…
…
、
い
み
じ
う
め
で
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
」
と
、
シ
ャ
ア
く

 
と
見
て
き
た
事
の
よ
う
に
父
の
自
慢
話
を
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
甚
だ
不
自
然

 
で
あ
ろ
う
。

サ
p
ン
の
文
芸
活
動
 
一
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
と
若
き
文
雅
の
帝
王
達
-
付
・
「
清
涼
殿
の
丑
寅
の
隅
」
の
章
段
の
解
釈
存
疑

（31）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＼

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8
し
か
も
、
今
上
が
、
食
事
を
了
え
て
、
⑳
上
御
局
に
も
ど
ら
れ
る
が
否
や
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
待
ち
う
け
て
い
た
か
の
よ
う
に
「
御
硯
の
回
す
れ
」
と
女
房
に
命
じ
て
、
歌

 
を
か
か
せ
る
よ
う
な
事
を
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

 
以
上
、
到
底
、
㈲
㈲
ω
⑧
の
主
格
を
中
宮
と
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
思
う
理

由
で
あ
る
。

0
本
題
口

 
本
題
e
の
騒
ぎ
が
一
し
き
り
、
お
ち
つ
い
た
と
こ
ろ
で
、
今
度
は
、
中
宮
が

 
行
動
開
始

 
C
部

 
⑦
一
宮
が
自
分
の
女
房
達
に
、
古
今
集
の
暗
記
テ
ス
ト
を
は
じ
め
る
。

 
④
女
房
達
全
滅
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
不
合
格

 
㊥
申
宮
不
満

 
D
部

 
＠
「
つ
い
て
は
」
、
と
中
宮
は
（
話
し
は
じ
め
る
。
帝
が
円
融
帝
の
御
代
の
話
を
つ
づ
け
た
よ
う
に
。
）
、
村
上
帝
（
円
融

 
 
帝
の
父
帝
）
の
御
代
。
小
一
条
左
大
臣
女
宣
耀
殿
女
御
の
入
内
前
の
家
庭

 
 
教
育
紹
介

 
⑪
村
上
帝
の
テ
ス
ト
、
宣
耀
殿
女
御
に
、
テ
キ
ス
ト
を
み
せ
ず
に
、
古
今
集

 
 
を
そ
ら
ん
じ
さ
せ
る
。

 
①
女
御
完
壁
に
答
え
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
合
格

 
③
村
上
帝
、
敗
北
は
く
や
し
い
が
満
足

 
㊧
中
宮
に
つ
づ
い
て
一
条
帝
の
称
讃
、
⑧
二
、
女
房
ら
の
礼
讃
。
そ
れ
は
、

 
 
中
宮
の
父
道
隆
、
申
宮
女
房
清
少
納
言
の
名
答
と
い
う
快
事
が
基
調
に
あ

 
 
っ
て
の
幸
福
感
で
あ
り
、
華
麗
な
表
町
定
子
サ
ロ
ン
全
盛
の
姿
で
あ
る
。

 
 
同
時
に
、
序
、
本
題
e
、
本
題
口
を
通
じ
て
、
つ
ま
り
、
本
章
段
全
体
の

 
 
結
び
と
な
っ
て
い
る
。

本
題
二
を
図
示
し
て
み
よ
う
。

 
 
一
条
中
宮

 
C
中
宮
 
 
古
今
集
テ
ス
ト
 
女
房
 
×

 
 
一
条
父

 
D
村
上
帝
 
古
今
集
テ
ス
ト
 
女
御
 
○

 
 
全
体
の
構
成
は

 
序

本
題
一
音
主
導

 
 
 
下
命
者

A
現
在
［
園
岡
一

 
 
 
 
一
条
父

B
故
事
円
融
帝

本
題
二
申
宮
 
主
導

。
現
査
H
圏
團

 
 
 
 
円
融
父

 
D
故
事
村
上
帝

中
宮
不
満

 
 
ね
た
し
、
実
は

村
上
（
満
足
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
尚
〉

 
閣
題
 
 
 
対
象

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
き
カ
え

古
歌
一
首
 
中
宮
付
女
房
 
○

 
 
 
 
 
 
○
清
少
納
言

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
句

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
き
か
え

古
歌
一
首
9
廷
臣

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
O

 
 
 
 
 
O
道
隆

古
今
集

 
暗
記

古
今
集

 
暗
記

女
房

女
御

全
員

芳
子

X○

A
に
附
随
し
て

一
条
帝
に
よ
り

語
り
出
さ
れ
る

R
二
結
び
村
上
帝
御
代
礼
讃

表
示
す
る
と
一
目
瞭
然

 
1
本
題
一
と
本
題
二
は
好
一
対
を
な
す
。

 
2
A
B
・
C
D
が
そ
れ
み
＼
対
を
な
す
。

 
3
A
C
・
B
D
が
そ
れ
み
＼
対
を
な
す
。

 
三
種
の
対
を
構
成
し
て
い
る
。
拙
著
「
枕
草
子
論
」
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、

枕
草
子
は
非
常
に
す
ぐ
れ
た
構
成
能
力
を
発
揮
し
た
散
文
詩
で
あ
る
。
極
限
ま

で
抄
暑
し
、
簡
潔
な
表
現
で
あ
り
、
ガ
ッ
シ
リ
と
し
た
枠
組
み
を
も
つ
。
し
た

が
っ
て
、
印
象
が
強
烈
、
鮮
明
で
あ
る
。
読
者
の
感
覚
、
知
覚
を
疲
れ
さ
せ
な

い
で
作
者
の
意
図
を
容
易
に
理
解
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
駄
文
、
ま
と
ま
り
の

C
に
附
随
し
て

三
宮
に
よ
り
語

り
出
さ
れ
る

（32）

亀



な
い
文
ほ
ど
、
受
容
者
を
疲
労
さ
せ
る
も
の
億
な
い
。
し
た
が
っ
て
印
象
が
う

す
く
な
り
、
駄
作
と
思
わ
し
め
る
の
で
あ
る
。
枕
草
子
は
、
こ
の
呼
吸
を
心
憎

い
ま
で
知
悉
し
て
製
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

 
さ
て
、
注
目
す
べ
き
は
、
円
融
帝
の
文
芸
好
き
で
あ
る
。
こ
の
道
隆
の
「
か

き
か
え
」
を
い
た
く
称
讃
す
る
態
度
、
更
に
は
、
何
気
な
く
、
 
「
草
子
に
歌
一

つ
か
け
」
と
殿
上
人
に
仰
せ
ら
れ
た
、
と
い
う
事
。
 
「
か
け
ま
せ
ぬ
一
」
と

「
す
ま
ひ
申
す
人
々
」
に
、
 
「
さ
ら
に
、
た
だ
、
手
の
あ
し
さ
よ
さ
歌
の
を
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
あ
は
ざ
ら
ん
も
知
ら
じ
」
と
無
理
じ
ひ
を
し
た
、
そ
の
態
度
で
あ
る
。
そ
れ

が
、
道
隆
の
「
た
の
む
は
や
わ
が
」
を
生
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
後
年
、
サ
ロ
ン

の
名
主
人
公
定
子
中
宮
も
亦
、
同
様
の
態
度
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
時
鳥
を
き

㌧
に
行
っ
た
清
少
納
言
ら
に
、
 
「
き
て
い
づ
ら
、
歌
は
」
と
た
つ
ね
、
詠
め
な

か
っ
た
と
言
上
す
る
清
少
納
言
ら
に
、
 
「
口
を
し
の
こ
と
や
。
上
人
な
ど
の
聞

か
ん
に
、
い
か
で
か
、
つ
ゆ
を
か
し
き
こ
と
な
く
て
は
あ
ら
ん
。
そ
の
聞
き
つ

ら
ん
所
に
て
、
き
と
こ
そ
は
よ
ま
ま
し
か
。
あ
ま
り
儀
式
さ
だ
め
つ
ら
ん
こ
そ

あ
や
し
け
れ
。
こ
こ
に
て
も
よ
め
。
い
と
い
ふ
か
ひ
な
し
」
と
責
め
る
。
ど
う

レ
て
も
詠
め
ま
せ
ん
と
い
う
と
、
 
「
い
ま
も
な
ど
か
そ
の
行
き
た
り
し
か
ぎ
り

の
人
ど
も
に
て
い
は
ざ
ら
ん
。
さ
れ
ど
さ
せ
じ
と
思
ふ
に
こ
そ
」
と
「
も
の
し

コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の
 
 
 
の
 
 
 
 
 
 
 
 

げ
な
る
御
け
し
き
」
と
あ
る
。
優
し
い
中
宮
に
は
珍
ら
し
く
厳
し
く
執
拗
な
追

及
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
、
中
宮
の
女
房
指
導
な
の
で
あ
る
。
古
今
集
の

ゲ
ス
ト
も
し
か
り
っ
又
、
、
村
上
帝
、
芳
子
の
話
を
し
て
き
か
せ
る
の
も
、
中
宮

め
女
房
教
育
な
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
小
一
條
左
大
臣
の
姫
君
教
育
の
モ

ヅ
ト
ー
コ
に
は
御
手
を
…
…
二
に
は
琴
の
御
琴
を
…
…
さ
て
は
古
今
の
歌
二

十
巻
を
み
な
う
か
べ
さ
せ
給
ま
ふ
を
御
学
問
に
は
せ
さ
せ
給
へ
」
が
入
っ
て
い

る
。
定
子
は
お
の
が
サ
ロ
ン
の
女
房
ら
に
、
こ
の
芳
子
の
故
事
、
当
然
、
イ
ン

テ
リ
と
し
て
し
っ
て
お
く
べ
き
事
を
、
お
し
え
る
と
同
時
に
、
 
一
に
は
書
i

 
（
あ
さ
か
山
、
な
に
は
津
の
歌
を
最
初
の
手
習
に
す
る
か
ら
、
習
字
の
練
習
は

即
、
歌
の
学
習
に
も
な
る
）
1
、
二
に
は
琴
、
三
に
は
古
今
集
暗
記
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
わ
、
と
自
覚
さ
せ
よ
う
と
話
し
た
の
で
あ
る
。
す
で
に

拙
著
「
東
西
女
流
文
芸
サ
ロ
ン
」
中
宮
疋
子
サ
・
ン
と
定
子
の
指
導
力
で
詳
述
し
た
が
、

定
子
の
適
切
な
指
導
育
成
の
結
果
、
才
媛
が
育
っ
た
し
、
そ
う
い
う
主
人
の
サ

ロ
ン
で
あ
っ
た
か
ら
「
枕
草
子
」
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
円
融
帝
は
前
述
、

中
務
に
歌
を
も
と
め
た
り
、
姉
の
一
品
資
子
内
親
王
と
乱
碁
と
り
に
興
じ
た

 
が
、
そ
の
勝
三
座
歌
合
を
六
月
十
六
日
に
、
負
態
扇
歌
合
を
七
月
七
日
に
催

し
た
。
梅
町
に
す
ん
だ
資
子
と
は
日
夜
親
し
く
歌
の
贈
答
を
し
て
い
る
。
二
十

六
才
退
位
、
三
十
三
才
の
若
さ
で
崩
じ
た
上
皇
で
あ
る
。

 
 
一
条
帝
も
七
才
即
位
、
十
一
才
で
才
媛
の
定
子
が
入
内
し
て
か
ら
は
、
殊
に

凹
む
つ
ま
じ
く
、
定
子
の
白
氏
文
集
陶
粋
の
よ
き
相
棒
で
あ
っ
た
。
一
条
帝
の

文
芸
愛
好
、
礼
讃
の
態
度
は
、
⑭
で
よ
く
表
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
枕
草
子
の
随

所
に
み
う
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
。
た
と
え
ば

○
蘭
省
花
時
錦
帳
下
 
草
の
庵
を
誰
か
た
つ
ね
ん
 
の
件
で
あ
る
が
、
中
宮
が

清
少
納
言
を
お
召
し
に
な
り
、
 
「
上
わ
た
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
か
た
り
き
こ
え
さ

せ
た
ま
ひ
て
、
を
の
こ
ど
も
み
な
扇
に
か
き
つ
け
て
な
ん
持
た
る
」
な
ど
仰
せ

ら
る
㌧
に
こ
そ
…
…
一
条
帝
が
中
宮
の
と
こ
ろ
へ
御
こ
し
に
な
り
、
そ
の
一
件

を
話
し
て
き
か
せ
ら
れ
た
、
殿
上
人
ら
…
…
と
そ
の
派
手
な
称
讃
ぶ
り
を
も
伝

え
た
と
こ
ろ
が
ら
す
れ
ば
帝
自
身
も
甚
だ
感
動
し
て
い
た
様
子
で
あ
る
。

，
○
お
い
こ
の
君
に
こ
そ

 
 
 
 
 
⑮
…
-
-
…
-
-
-
-
…
-
-
…
-
-
-
-
…
-
-
-
-
-
…
-
【
-
…
-
-
-
…
…
…
…
…
-
-
し
-
-
-
…
-
…
…
＝

の
場
合
も
、
「
栽
ゑ
て
こ
の
君
と
称
す
と
請
ゆ
て
ま
た
集
ま
り
来
た
れ
ば
…
…

 
「
さ
る
こ
と
に
は
、
な
に
の
い
ら
へ
を
か
せ
む
。
な
か
な
か
な
ら
ん
。
殿
上
に

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
 
-
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
と
若
き
文
雅
の
帝
王
達
1
付
・
「
清
涼
殿
の
丑
寅
の
隅
」
の
章
段
の
解
釈
存
疑

（33）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＠
：
，
…
…
…
…
…
…
-
「
-
-
-
」
…

て
言
ひ
の
の
し
り
つ
る
は
。
上
む
き
こ
し
め
て
興
ぜ
さ
せ
お
は
し
ま
し
つ
」
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤
-
‘
-
-
-
-
-
‘
-
-
-
…
「
…
＝
」
…
…
…
…
…
-
犀
…
…
-
-
-
」

か
た
る
。
頭
の
弁
も
ろ
と
も
に
同
じ
こ
と
を
返
す
返
ず
認
じ
た
ま
ひ
て
い
と
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤
…
…
…
…

か
し
げ
れ
ば
、
人
々
み
な
と
り
ど
り
に
物
な
ど
い
ひ
明
か
し
て
、
帰
る
と
て

も
、
同
じ
こ
と
を
諸
声
に
謡
じ
て
、
左
衛
門
の
陣
に
入
る
ま
で
聞
ゆ
」
 
＠
の

よ
う
な
一
条
帝
の
反
応
が
、
上
の
好
む
と
こ
ろ
自
ら
下
も
徹
う
で
、
廷
臣
間
に

浸
潤
し
て
ゆ
き
、
⑮
の
よ
う
な
行
動
と
な
る
、
つ
ま
り
、
一
条
宮
廷
に
文
芸
愛

好
、
礼
讃
の
ム
ー
ド
が
遍
満
す
る
。
サ
ロ
ン
の
才
媛
の
名
が
喧
伝
さ
れ
る
。
一

層
、
サ
ロ
ン
で
は
才
を
磨
く
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
若
き
帝
の

文
芸
愛
好
の
態
度
が
後
宮
サ
ロ
ン
を
も
り
た
て
た
の
で
あ
る
。

 
さ
て
、
こ
の
一
条
、
そ
の
父
帝
円
融
、
若
き
帝
王
達
の
文
芸
愛
好
の
態
度

は
、
円
融
の
父
村
上
帝
に
帰
因
す
る
⑩
げ
ん
に
、
一
条
朝
で
も
、
＠
 
⑪
一

⑪
二
か
く
も
、
い
き
く
と
礼
讃
を
こ
め
て
、
村
上
帝
・
芳
子
女
御
の
逸
話
が

物
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
村
上
浅
紅
亦
、
天
慶
九
年
四
月
廿
八
日
二
十
一
才
即
位
康
保
四
年
螂
四
十
一

才
崩
、
の
、
こ
れ
ま
た
若
き
帝
王
で
あ
っ
た
。

 
帝
は
在
位
申
、
梨
壺
の
五
人
に
万
葉
集
の
訓
読
を
命
じ
、
後
撰
集
を
撰
定
さ

せ
た
。
詩
文
、
和
歌
に
堪
能
で
あ
り
、
，
天
暦
御
記
（
三
十
巻
）
を
の
こ
し
、
詩

文
は
本
朝
文
豪
以
下
に
収
載
さ
れ
、
家
集
に
村
上
御
集
が
あ
る
。
殊
に
在
位
中

の
宮
廷
歌
合
は
平
安
朝
歌
合
大
成
に
よ
れ
ば

 
天
暦
七
年
十
月
前
八
日
 
内
裏
菊
合

 
 
 
九
年
閏
九
月
 
 
 
内
裏
紅
葉
合

 
 
〇
十
年
二
月
廿
九
日
 
麗
景
殿
女
御
荘
子
女
王
歌
合

 
 
〇
十
年
三
月
廿
九
日
 
斎
宮
女
御
徽
子
女
王
歌
合

 
 
〇
十
年
五
月
灯
九
日
 
多
数
殿
女
御
芳
子
盟
離
合

 
 
 
十
一
年
以
前
秋
 
内
裏
前
栽
合

 
天
徳
二
年
七
月
以
前
 
中
宮
歌
合

 
 
 
三
年
八
月
十
六
日
 
内
裏
詩
合

 
 
 
三
年
八
月
廿
三
日
 
斎
宮
女
御
冊
子
前
栽
合

 
 
 
三
年
九
月
十
八
日
 
庚
申
中
宮
女
房
歌
合

 
 
 
四
年
三
月
晋
日
 
 
内
裏
歌
合

 
 
三
年
麗
景
殿
 
女
御
・
中
将
御
息
所
歌
合

 
応
和
二
年
三
月
資
子
 
内
親
王
歌
合

 
 
．
二
年
五
月
四
日
庚
申
 
内
裏
歌
合

 
康
保
三
年
閏
八
月
十
五
夜
内
裏
前
栽
合

 
 
 
三
年
十
月
廿
二
日
 
＋
期
間
 
内
裏
後
度
前
栽
合

と
い
う
、
し
ば
く
の
宮
中
歌
合
で
あ
る
。

 
○
印
天
暦
十
年
に
同
じ
廿
九
日
に
、
二
月
 
三
月
 
五
月
と
女
御
荘
子
、
徽

子
、
芳
子
の
麗
三
殿
、
潮
香
殿
、
宣
耀
殿
で
、
歌
合
を
開
催
し
た
こ
と
を
注
目

し
よ
う
。
萩
谷
氏
の
説
の
と
お
り
「
実
質
上
の
主
催
者
は
村
上
帝
」
と
思
わ
れ

る
。
羅
麦
合
は
、
 
「
現
存
す
る
盟
麦
合
と
し
て
は
最
古
最
初
の
も
の
で
あ
る
」

萩
谷
氏
と
い
わ
れ
る
。
七
年
の
菊
合
、
九
年
の
紅
葉
合
に
つ
づ
く
物
合
を
か
ね
た

歌
合
で
あ
る
。
し
か
も
才
媛
の
女
御
達
を
後
援
し
て
、
そ
れ
ぐ
の
殿
舎
で
歌

合
を
開
催
さ
せ
た
。
後
宮
の
文
芸
的
競
争
心
を
煽
る
に
最
適
で
あ
る
。
村
上
帝

は
、
後
宮
に
対
し
て
文
芸
的
テ
ス
ト
を
か
ね
た
「
あ
そ
び
」
を
試
み
る
。
そ
の

一、

h
華
物
語

 
内
よ
り
か
く
な
ん

 
逢
坂
も
は
て
は
ゆ
き
㌧
の
関
も
み
ず
尋
ね
て
と
ひ
ご
来
な
ば
か
へ
さ
じ

（34）



 
と
い
う
歌
を
同
じ
や
う
に
か
＼
せ
給
て
御
方
方
に
奉
ら
せ
給
け
る
に
こ
の
御

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
き
も
の

 
返
事
方
々
さ
ま
さ
ま
に
申
さ
せ
給
け
る
に
広
幡
の
御
息
所
は
薫
物
を
ぞ
参
ら

 
せ
た
り
け
る
。
 
「
さ
れ
ば
こ
そ
な
ほ
心
こ
と
に
見
ゆ
れ
」
と
お
ぼ
し
め
し
け

 
り
。
い
と
さ
こ
そ
な
く
と
も
、
い
つ
れ
の
御
方
と
か
や
い
み
じ
く
し
た
て
て

 
参
り
給
へ
り
け
る
は
し
も
な
こ
そ
の
関
も
あ
ら
ま
ほ
し
く
そ
お
ぼ
さ
れ
け

 
る
：
：
：

そ
の
二
 
は
宣
耀
殿
女
御
芳
子
に
対
す
る
古
今
三
三
講
テ
ス
ト

 
こ
の
よ
う
な
、
村
上
帝
の
後
宮
テ
ス
ト
の
あ
そ
び
は
、
子
の
円
融
帝
の
「
草

子
に
歌
一
つ
づ
つ
書
け
」
と
な
り
、
更
に
、
そ
の
孫
一
条
帝
の
「
こ
れ
に
た
だ

い
ま
お
ぼ
え
む
ふ
る
き
こ
と
一
つ
づ
つ
書
け
」
へ
と
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

 
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
村
上
帝
の
こ
の
後
宮
後
援
の
成
果
が
Y
遂
に
、
前
古
未

曽
有
の
天
徳
四
年
内
裏
女
房
歌
合
の
盛
儀
開
催
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
．
こ
の
村

上
帝
も
四
十
二
才
の
若
さ
で
崩
じ
た
。
村
上
、
冷
泉
、
円
融
、
花
山
、
一
条
と

い
う
若
き
文
雅
の
帝
王
達
が
育
ん
だ
宮
廷
に
お
け
る
文
芸
愛
好
の
雰
囲
気
が
、

白
氏
文
集
の
世
界
に
陶
粋
す
る
申
宮
定
子
に
、
見
事
な
サ
ロ
ン
を
開
花
さ
せ
る

場
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

正
誤
表
 
日
本
文
学
研
究
第
二
十
五
号

 
「
サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
一
皇
后
定
子
と
そ
の
系
流
-
皿
」

 
コ

の
4
1
頁
下
段
お
わ
り
よ
り
6
行
分

 
，
L

 
 
用
 
例

。
「
雲
の
波
煙
の
波
」
の
出
典

 
白
氏
文
集
巻
三
 
海
漫
漫

海
漫
漫
 
直
下
無
底
 
傍
無
辺
 
雲
濤
煙
浪
最
深
塵
 
人
伝
中
有
三
神
山
…
…

白
詩
に
通
着
し
て
い
た
定
子
は
、
こ
の
「
雲
濤
煙
浪
」
を
訓
読
し
和
歌
の
世
界

に
用
い
る
。
神
韻
繧
紗
た
る
海
漫
漫
の
世
界
と
ダ
ブ
ら
せ
て
、
悲
愁
幽
艶
の
美

を
形
成
し
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

（35）

、

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
 
-
皇
后
定
子
サ
ロ
ン
と
若
き
文
雅
の
帝
王
達
！
付
・
「
清
涼
殿
の
丑
寅
の
隅
」
の
章
段
の
解
釈
存
疑


